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（73.1 ± 6.6（60-91）歳：男性 157名、女性 378名）を対象にウォーキング実践状況、転倒リスク因子


















=OR: 0.44、95% 信頼区間=CI: 0.20-0.97）。一方、高リスク群におけるウォーキング実践は、有意に多
い転倒歴との関連がみられた（OR: 4.61、95% CI: 1.32-16.09）。 
【研究課題２】 
低リスク群におけるウォーキング実践に、有意な転倒との関連はみられなかった（調整済みハザード
比=HR: 1.00, 95% CI: 0.53-1.89）。一方、高リスク群におけるウォーキング実践では、有意な転倒増加




筋力の変化量に有意な群間差はみられなかったが（P > 0.05）、W群（+7%）では B群（+16%）よりも
改善幅が小さい傾向がみられた。一方、転倒セルフエフィカシー（+3.1 ± 8.0点）と歩数（+3366.4 ± 
3212.5 歩／日）についてはW群のみで有意な向上がみられた（P < 0.05）。 
【研究課題４】 
W群は、活動的な日数当たりの転倒率（調整済みリスク比=RR: 0.38, 95% CI: 0.19-0.77）、歩数当た
りの転倒率（RR: 0.47, 95% CI: 0.26-0.85）が B群よりも有意に低かった。一方、W群は、活動日数当


















平成 27年 1月 19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、本博士論文から得られた結果の
考察や結論の表現にいくつかの修正箇所が指摘されたが、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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